
金属樹生成に及ぼす陰イオンの影響

イオン化傾向 Zn>Ｃｕ

Cu2++Zn → Cu+Zn2+

0.１mol/Lの
次の水溶液
各10ｍL

塩化銅(Ⅱ)
硫酸銅(Ⅱ)
硝酸銅(Ⅱ)

CuCl₂ CuSO₄ Cu(NO₃)₂

・反応が速い
・銅の析出量が
多い

・銅の析出量が
非常に少ない

銅樹生成の速さや析出量には，

溶液中に存在する陰イオンが影響

しているものと考えられる。

・塩化物イオンCl-が存在すると
→ 銅樹の生成が促進されるのではないか。

・硝酸イオンNO3-が存在すると、

→ 銅樹の生成が抑制されるのではないか。

銅樹生成！

Cl-の濃度による
析出量の変化が
見られなかった

・②から，Cl⁻が銅樹生
成を促進すると考えら
れるが，①の結果と合
わせると，酸性の条件
でないとその効果はな
い。また，H+が促進効
果をもつ可能性も考え
られる。

・③から，銅樹生成に及
ぼすCl⁻の促進効果よ
りも，NO₃⁻の抑制効果
の方が大きいと言える。

・Cl⁻やNO₃⁻の存在が銅樹の
生成にどう関わるのか，pH
を変化させて実験を行う。
・H⁺に銅樹析出を促進する
効果があるのか，HCl以外
の酸も用いて，実験を行う。

金属樹について学習する授業で，銅(Ⅱ)イオ
ンを含む電解質溶液に亜鉛板を入れて銅樹
を生成する実験をした。その時，電解質溶
液の種類によって銅樹生成の様子が異なる
事に興味を持ち，なぜ異なる結果になるの
かを調べてみようと思った。

大阪府立生野高等学校

研究の動機

銅樹生成について

実験１

直径1.0mm
長さ3.0cmの

亜鉛線

を浸す

＋ →
30
分
観
察

結果１

析出の速さが
最大で，析出
量が最も多い。

析出が遅く，
量も少ない。

析出が非常に
遅く，量も最
も少ない。

考察１

CuCl₂ Cu(NO₃)₂

仮説１

同じ亜鉛を用いた銅樹生成でも，銅(Ⅱ)イオ
ンと共存する陰イオンの種類によって銅樹生
成の様子が異なるのではないか

仮説２

実験２

・生成した銅樹の質量を測定するのは難しいので，溶解
しした亜鉛の質量減少量を測定した。

・次の３種類の組み合わせで溶液を調製し，実験１と同様
にに亜鉛線を浸して30分間銅樹を観察した。

① Cu(NO3)2＋KCl ［NO3
-］= 0.20mol/L

［Cl-］ = 0～2.0mol/L

② Cu(NO3)2＋HCl ［NO3
-］= 0.20mol/L

［Cl-］ = 0～1.0mol/L

③ CuCl2＋KNO3 ［Cl-］ = 0.20mol/L

［NO3
-］ = 0～0.4mol/L

※［Cu2+］はいずれも 0.10mol/L とした。

結果および考察２

① Cu(NO3)2＋KCl ② Cu(NO3)2＋HCl

［Cl-］(mol/L)

③ CuCl2＋KNO3

亜
鉛
減
少
量
（
ｇ
）

Cl-の濃度が大き
いほど析出量が
増加した。NO3

-が存在すると，
濃度に関係なく析出
量が大きく減少した。

［NO3
-］(mol/L)

今後の展望

［Cl-］(mol/L)

亜
鉛
減
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ｇ
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ｇ
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